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ナンヨウハギの相模湾における分布記録
( スズキ目：ニザダイ科 )

如月　迅・成田謙介・和田英敏

Jin Kisaragi, Kensuke Narita and Hidetoshi Wada: Distribution records of 
Paracanthurus hepatus (Linnaeus, 1766) (Acanthuridae) from Sagami Bay, Japan

緒言

　 ニ ザ ダ イ 科 ナ ン ヨ ウ ハ ギ 属（Acanthuridae : 
Paracanthurus）のナンヨウハギ Paracanthurus hepatus 
(Linnaeus, 1766) は、インド・太平洋の熱帯－亜熱帯域
に広く分布し、岩礁・サンゴ礁域に棲息する（Randall, 
2001; 島田 , 2013）。日本国内においては駿河湾から高知
県にかけての本州－四国太平洋岸、八丈島、小笠原諸島、
大隅諸島、琉球列島、および南大東島から記録されてい
る（島田 , 2013; Koeda et al., 2016; 木村ほか , 2017; Nakae 
et al., 2018; Motomura & Uehara, 2020; Motomura, 2023）。
　相模湾における魚類相調査の過程で、相模湾東部にあ
たる房総半島西岸から 2013年 10月から 2024年 10月に
かけて、相模湾南部にあたる伊豆大島北部から 2019年 8
月に、2024年 8月と 11月には相模湾北西部にあたる真
鶴半島において、複数個体のナンヨウハギが採集あるい
は撮影された。近年まとめられた相模湾産魚類目録にお
いて、偶来したものを含む南方系魚類は網羅的にまとめ
られたものの、本種はこれまでに記録されていないため
（本田ほか , 2024）、これらは相模湾における本種の初記
録となる。またこれまでの本種の北限記録は駿河湾北東
部にあたる大瀬崎であり（瀬能ほか , 1997; 島田 , 2013）、
真鶴半島で得られた個体は北限記録となり、南方系魚類
の分布の拡大に関する若干の知見が得られたために報告
する。また、相模湾における出現要因と相模湾での棲息
状況に関して考察した。

材料と方法

　標本の計測方法は Randall (1994)、Johnson (2002)、瀬能ほ
か（2013）および冨森ほか（2019）に従った。計測はノギ
スを用いて 0.05 mm単位で行い、計測値は標準体長に対す
る百分率（%）で示した。造礁サンゴに関する用語は西平・
Veron (1995)に従った。本報告に用いた標本は神奈川県立
生命の星・地球博物館魚類標本コレクション（KPM-NI）に、
写真資料は同館の魚類写真資料データベース（KPM-NR）

に登録した。なお、同館の資料番号は電子台帳上ではゼロ
が付加された 7桁の数字が使われているが、ここでは資料
番号として本質的な有効数字で表した。

 結果

ナンヨウハギ
Paracanthurus hepatus（Linnaeus,1766）

（図 1–2）

　標本：KPM-NI 82545、体長 26.3 mm、神奈川県真鶴半
島　相模湾西部、水深 8 m、水温 28 °C、手網、2024年 8
月 21日、如月　迅採集。
　写真資料（詳細は表 1 に記載）：真鶴半島：KPM-NR 
255003、エダミドリイシ Acropora pruinosa (Brook,1893)
が優占するサンゴ群集にて如月　迅採集・撮影（KPM-NI 
82545と同一個体）；KPM-NR 255004、KPM-NR 258016、
エダミドリイシが優占するサンゴ群集にて福井瑠栞氏採
集・撮影。伊豆大島北部：KPM-NR 255006、タイハイ
ミドリイシ Acropora efflorescens (Dana,1846)が優占する
サンゴ群集にて棟方航平氏採集・撮影。房総半島西岸

（館山市坂田）：KPM-NR 256001、エンタクミドリイシ
Acropora cf. glauca (Brook, 1893) が優占するサンゴ群集に
て成田早弥氏撮影；KPM-NR 256002、KPM-NR 256003、
KPM-NR 256014、エンタクミドリイシが優占するサン
ゴ群集にて川端幸雄氏撮影；KPM-NR 256004–256013、
KPM-NR 258015、エンタクミドリイシが優占するサンゴ
群集にて成田謙介撮影。
　分布：本種は日本、台湾、東沙群島、ミクロネシア、
サモア諸島、ライン諸島、ハワイ諸島を含むインド―西
太平洋の熱帯から亜熱帯域に広く分布し（島田 , 2013）、
岩礁・サンゴ礁域に棲息する（益田・小林 , 1994; 
Randall, 2001）。日本国内においては駿河湾（静岡県大瀬
崎）、和歌山県串本、高知県柏島、小笠原諸島、硫黄島、
八丈島、屋久島、種子島、口永良部島、琉球列島（奄美
大島、沖永良部島、与那国島を含む）、および南大東島
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から記録されていた（島田 , 2013; Koeda et al., 2016; 木村
ほか , 2017; Nakae et al., 2018; Motomura & Uehara, 2020; 
Motomura, 2023）。本研究により相模湾に含まれる房総半
島西岸、伊豆大島北部、および真鶴半島からも記録され、
このうち真鶴半島の記録は本種の北限にあたる。
　同定：本研究で得られた 1標本は背鰭棘が 9本である、
頭長は尾柄高の 3.1倍である、腹鰭が 1棘 3軟条である、
頭部側面の前部が微小櫛鱗で覆われている、尾柄部に折
りたためる 1棘がある、体の地色が青で体側面に 2本の
明瞭な黒色縦帯をもつ、背鰭および臀鰭の外縁が黒色で
縁取られる、尾鰭が黄色で上・下縁に黒色の縁取りがあ
るなどの特徴が益田・小林（1994）、Randall（2001）、島
田（2013）、および吉野（2023）の示したナンヨウハギ
Paracanthurus hepatus (Linnaeus, 1766)の標徴と一致した
ため本種と同定した。真鶴半島産の 1標本の計数・計測
値は以下のとおりである。背鰭鰭条数：IX, 19；臀鰭鰭
条数：III, 18；胸鰭鰭条数：17（左体側）、16（右体側）；
腹鰭鰭条数：I, 3。体各部測定値の体長に対する割合（%）：
最大体高（背鰭起部） 60.5；体幅 15.8；頭長 31.9；吻長 
16.0；眼窩径 12.5；両眼間隔幅 9.5；上顎長 9.7；尾柄高 
10.1；尾柄長 11.4；背鰭前長 41.8；臀鰭前長 55.5；腹鰭
前長 40.3；背鰭基底長 60.8；背鰭第 1棘長 5.3；背鰭第 2
棘長 17.5；背鰭第 3棘長 16.0；背鰭最長軟条長 12.9；臀
鰭基底長 44.1；臀鰭第 1棘長 4.2；臀鰭第 2棘長 8.7；臀
鰭第 3棘長 10.3；臀鰭最長軟条長 10.6；尾鰭長 21.5；胸
鰭長 26.6；腹鰭棘長 11.8；尾柄棘長 5.7。
　また写真資料の個体は上述の標徴を一部確認出来なか

ったももの、体の地色が青で体側面に 2本の明瞭な黒色
縦帯をもつ、背鰭および臀鰭の外縁が黒色で縁取られる、
尾鰭が黄色で上・下縁に黒色の縁取りがあるなどの色彩
的特徴が益田・小林（1994）と吉野（2023）の示したナ
ンヨウハギの幼魚の特徴に一致したことから本種に同
定された。なお、真鶴半島産の 1個体（図 2F: KPM-NR 
258016）については上述の色彩的特徴は写真撮影時には
ごく不明瞭であったものの、光源を用いた水槽での観察
下では同様のものが確認されたため本種に同定された。

考察

　ナンヨウハギの主な分布は熱帯・亜熱帯のサンゴ礁域
であり（Randall, 2001）、これまでの北限は伊豆半島大瀬
崎とされていた（島田 , 2013）。相模湾では 30年以上に
わたり多拠点的かつ集中的な魚類相調査がなされてきて
いるが（例えば林・伊藤 , 1974；Senou et al., 2006；工藤
ほか , 2022；本田ほか , 2024）、本種の記録はなかった。
従って本研究で扱った房総半島西部、伊豆大島および真
鶴半島の標本と写真資料は相模湾における本種の初めて
の記録であり、真鶴半島からの記録は本種の分布の北限
記録を更新するものである。
　ナンヨウハギの最大体長は 200 mmになるが（Randall, 
2001）、本研究にて確認された相模湾産の個体は全長 30–
50 mm程度（図 1, 2）と小型であり、臀鰭上部の体色が薄
く透けているアクロヌルス幼生期（福井ほか , 2014）の直
後と推測される個体もいた（図 2F: KPM-NR 258016）。本

図 1. 相模湾から得られたナンヨウハギ Paracanthurus hepatus の鮮時標本写真（KPM-NI 82545、26.3 mm SL）．
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図 2. 相模湾から得られたナンヨウハギParacanthurus hepatus の写真資料. A：KPM-NR 256001，房総半島，2013 年10月，成田早弥撮影；
B：KPM-NR 256014，房総半島，2013 年 10 月，川端幸雄撮影；C：KPM-NR 255006，伊豆大島，2019 年 8 月，棟方航平撮影；
D：KPM-NR 256009，房総半島，2022 年 12 月，成田謙介撮影；E：KPM-NR 256012，房総半島，2024 年 2 月，成田謙介撮影；
F：KPM-NR 258016，真鶴半島，2024 年 11 月，福井瑠栞撮影．

研究で各個体が記録された時期の水面水温は 16–28 °Cの
範囲内であり、相模湾およびその周辺海域において海面水
温が下がり、最低水温がおよそ 15 °C以下となる 3月以降
の時期には記録が得られていない（気象庁 , online）。多く
の熱帯・亜熱帯性魚類の低温致死限界が 15 °C付近とされ
ていることを考慮すると（瀬能 , 2017）、相模湾の冬季水

温は本種の好適水温および低温致死限界を下回るものであ
り、本種は相模湾では越冬できないものと考えられる。太
平洋沿岸の温帯域では、熱帯、亜熱帯域を分布の中心とす
る魚類の一部が黒潮によって受動的に輸送され、高水温期
に一時的に定着し、冬季の水温低下により死滅することが
知られている（松浦・瀬能 , 2012）。本研究において相模



52

2–5個体の少数で確認されており、大きな群れは確認され
ていない。なお、相模湾においてはスミツキトノサマダ
イ Chaetodon plebeius Cuvier, 1831、トノサマダイ Chaetodon 
speculum Cuvier, 1831、ヤリカタギ Chaetodon trifascialis 
Quoy & Gaimard, 1825、ミスジチョウチョウウオ Chaetodon 
lunulatus Quoy & Gaimard, 1825などの造礁サンゴのポリプ
を中心に摂餌する魚類、ゴマハギ Zebrasoma scopas (Cuvier, 
1829)、ヒレナガハギ Zebrasoma velifer (Bloch, 1795)などの
ナンヨウハギと同様に幼魚期に造礁サンゴを逃避行動の
際に利用する魚類も多く確認されているため（益田・小
林 , 1994; Randall, 2001; 吉野 , 2023; 本田ほか , 2024）、相模
湾には造礁サンゴに依存する魚類の着底や生育が可能と
なる環境が出来上がりつつあるものと考えられる。
　2024年 8月に真鶴半島で採集された 2個体のナンヨウ
ハギは、エダミドリイシの枝の隙間に逃げ込んだソラスズ
メダイ Pomacentrus coelestis（Jordan & Starks, 1901）の小規
模な群れに混在しており、採集時にはソラスズメダイの
群れに紛れて逃避する行動を見せた。本種の幼魚もソラス
ズメダイとは鮮やかな青い体色や黄色い尾鰭、また体側
などにある黒い模様など類似した体色をしており（吉野 , 
2023）、同程度の体サイズの両種が混成群をつくると一見
して識別が困難になる。この形態や色彩の類似、行動は社
会擬態（social mimicry: Moynihan, 1968; Randall & McCosker, 
1993）の一つであると考えられる。西太平洋に分布するキ
センアカヒメジMulloidichthys martinicus (Cuvier, 1829)は ､
色彩や体型を含めた外観の似るイサキ科の１種 Haemulon 
chrysargyreum Günther, 1859と混成群を形成し､キセンアカ
ヒメジが単独でいた場合に ､逃避のためにこのイサキ科
の１種の群れに逃げ込む様子が確認されており（Krajewski 
et al., 2004; Randall, 2005）、真鶴半島で確認されたナンヨウ
ハギも同様の逃避行動をとったものと推察される ｡ソラ
スズメダイは相模湾において通年的に観察されており（松
岡 , 1962）、このような社会擬態的逃避行動が容易となる

湾で確認された各個体は当歳魚であり、仔魚期に黒潮によ
って輸送された無効分散である可能性が高いと思われる。
　近年になって相模湾で本種が記録された要因として、
黒潮蛇行による相模湾への黒潮の接近により本種仔魚の
受動的輸送の機会が増えたことに併せ、近年の相模湾の
海水温の上昇により、以下に述べる本種の棲息に適した
生息環境が相模湾に形成されていることが考えられる。
近年において黒潮は 2013年に相模湾に接近し、その後
数年間は相模湾から離れた海域を流れ、2017年になって
再び相模湾に接近し、以降はその状況が続いている（美
山 , online a, b）。本種が相模湾で初確認されたのは 2013年
10月に房総半島西岸であり（図 2；表 1）、2019年 8月に
は伊豆大島北部で、2021年 10月から 2024年 10月まで
の夏期～冬期に房総半島西岸おいて、2024年 8–11月に
は真鶴半島においても確認されている（図 2；表 1）。こ
れらの出現状況から、相模湾への黒潮の接近が本種仔魚
の受動的輸送の機会を増やし、ここ数年の相模湾におけ
る本種出現の要因の一つとなっていることが考えられ
る。また本研究において相模湾で本種が確認された時の
海水温は 16–28 °Cの範囲内であることから（表 1）、近年
の相模湾の水温上昇が相模湾に本種の棲息に好適な水温
環境となったことも、本種の相模湾での出現要因の一つ
として考えられる。本種は幼魚期から若魚期において水
深 10 m前後の造礁サンゴ［ミドリイシ属 Acropora (Oken, 
1815)］の中に群れることが知られており（益田・小林 , 
1994）、本研究において本種が確認された棲息環境はエ
ンタクミドリイシ、エダミドリイシなどのミドリイシ類
で構成されるサンゴ群集であることから、近年の相模湾
の水温上昇により造礁サンゴが相模湾に増えたことによ
り、本種の幼魚の棲息に適した環境が形成されているこ
とも出現要因であると考えられる。本研究において相模
湾で確認された本種は全て幼魚期の個体であり、確認さ
れた棲息環境は造礁サンゴの周囲であり、単独もしくは

表１. ナンヨウハギ Paracanthurus hepatus の相模湾における出現記録
日付 確認場所 水深 (m) 水温 (°C) 根拠資料

2013年 10月 7日 房総半島西岸 11 24 KPM-NR 256001
2013年 10月 11日 房総半島西岸 11 22 KPM-NR 256002, KPM-NR 256003, KPM-NR 256014
2019年 8月 26日 伊豆大島北岸 4 27 KPM-NR 255006
2021年 11月 28日 房総半島西岸 12 22 KPM-NR 256004
2021年 12月 21日 房総半島西岸 12 16 KPM-NR 256005
2022年 10月 8日 房総半島西岸 15 24 KPM-NR 256006
2022年 10月 17日 房総半島西岸 15 24 KPM-NR 256007
2022年 11月 5日 房総半島西岸 12 22 KPM-NR 256008
2022年 12月 16日 房総半島西岸 12 19 KPM-NR 256009
2023年 9月 9日 房総半島西岸 15 26 KPM-NR 256010
2024年 2月 8日 房総半島西岸 14 17 KPM-NR 256011
2024年 2月 19日 房総半島西岸 15 16 KPM-NR 256012
2024年 2月 20日 房総半島西岸 15 16 KPM-NR 256013
2024年 8月 18日 真鶴半島 6 28 KPM-NR 255004
2024年 8月 21日 真鶴半島 8 28 KPM-NI 82545, KPM-NR 255003
2024年 10月 31日 房総半島西岸 12 25 KPM-NR 258015
2024年 11月 17日 真鶴半島 6 22 KPM-NR 258016
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ような他の魚類の存在は、ナンヨウハギの今後の相模湾
における定着に寄与するものと考えられる。
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